
沼沢湖噴火により枯死した埋もれ木の高精度年代測定と

縄文土器編年上の位置の検討

はじめに

年 月、福島県大沼郡三島町の只見川支流、大谷川河床にて埋もれ木（ケヤキ）が発見され
た。 年 月に掘り出され、年代測定や関連分野の研究者による調査により、この木が縄文時代に
発生した沼沢火山の噴火（沼沢湖噴火）により枯死したことが判明した。さらに周辺から発見された
埋もれ木群と合わせて年輪年代学や放射性炭素（ ）年代測定による詳細な分析の結果、沼沢湖噴火
が紀元前 年（ ）頃に発生したことが確認された（註 ）。そして 年 月に地元
の三島町にて調査報告会が開催され、この貴重な埋もれ木群の発見と詳細な分析結果等について各分
野の研究者から報告された。
本発表では、これらの成果のうち、大谷川埋もれ木群の年代測定結果とその縄文土器編年上の位置

づけについて取り上げる。埋もれ木の年代は、年輪年代学（木村 ）と 年代測定（早瀬ほか
）を併用することで高精度に求められた。ここでは発表者の早瀬が担当した 年代測定を中心

に扱い、福島大学の木村勝彦教授による年輪年代学の成果は引用の形で紹介する。また沼沢湖噴火が
当時の縄文文化・社会に与えた影響を考えるための基礎的な作業として、噴火年代が縄文土器編年上
のどこに当たるのかを検討した（門脇ほか ）。この予稿は、三島町で開催された調査報告会の予
稿・資料集に掲載された木村 、早瀬ほか 、門脇ほか を基本に、主要な内容を要約して
作成した。詳細は元の予稿・資料集を参照されたい。

１．大谷川埋もれ木群の年代測定

（１）試料

対象とした埋もれ木は、最初に大谷川で発見されたケヤキ（ ）と、その後周辺で発見されたカツ
ラ（ ）、ブナ（ ）、トチノキ（ ）の合計 本である（註 ）。最も年輪数が多い は、分析
対象部位で 年輪を超える。これらには沼沢湖噴火の火砕流に巻き込まれた痕跡（火砕物が表面に
食い込むなど）が認められるが、炭化しているのは表層付近のみで、内側は生木の状態である。この
形成過程については山元（ ）が考察している。

には樹皮が残存しないが、他の 本は樹皮が残るため、最外年輪で枯死した年代を確認できる。

（２）年輪年代学（酸素同位体比年輪年代法）による年輪解析

ここでは木村 に基づいて成果の概要のみを紹介する。試料の所見、分析方法等を含め、詳細
は同文献を参照されたい。
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上述の埋もれ木 試料を対象に、 年輪ごとの年輪幅の計測と酸素同位体比分析が行われた。対象
試料の樹種が 個体ごとに異なるため、クロスデーティング（個体間のパターン合わせ）は異なる樹
種の間でも年輪の同調性が得られる酸素同位体比年輪年代法を用いて行われた。
樹皮や中心の有無、年輪数、年輪の状態の観察や年輪幅の計測等が行われ、樹皮が残存する 個体

（ 、 、 ）については最外年輪の状態から成長停止期（秋から翌年の春）に枯死したことが推
定された。
酸素同位体比分析によるクロスデーティングの結果、 個体間の同調性は非常に高く、相互の年代

関係が明らかになった。樹皮が残る 個体は枯死年が一致した。同一年の成長停止期に 個体が枯死
し、いずれも火砕物の付着が認められることは、これら 個体が火砕流で同時期に枯死したことを示
すと考えられた。なお、 の分析対象となった部位では外側が失われているが、残存する最外年輪
が他の 個体の最外年輪より 年古いことが確認された。

このように 個体の相対的な年代関係が確かめられたが、現在からさかのぼる酸素同位体比の年
輪データ（年代の物差しとなる暦年標準パターン）は紀元前 年頃までとなっているため、現状
では年輪解析の結果から沼沢湖噴火の暦年代を求めることはできない。しかし、今後データが蓄積さ
れ、年代の物差しが延伸されれば、沼沢湖噴火の暦年代を高精度に求めることができ、かつその際に
は大谷川の試料群が物差しに組み込まれるだろうと指摘された。
沼沢湖噴火の火砕流で枯死した大谷川埋もれ木群の年輪解析については以上だが、この噴火後に只

見川流域に形成された堰止湖の決壊洪水で枯死したと考えられる埋没材（会津坂下町、片門ダム直下
の砂利採掘現場で発見）についても酸素同位体比年輪年代法による分析が行われている。それによる
と、樹皮が残存している 点が同年の成長開始初期（春）に枯死しており、その原因となった決壊洪
水は沼沢湖噴火の 年ないし 年半後に発生したことが明らかになった（片岡・木村 ）。

（３） Ｃ年代測定（ウィグルマッチング）

樹木を 年代測定する場合、その木の樹皮直下にある最外年輪が枯死した年代を示すため、通常
最外年輪（を含む部位）の試料を測定する。しかし、大谷川の 本の埋もれ木は年輪数が多く、最も
少ない でも 年輪あり、最も多い では 年輪を超えている。年輪数が多い樹木を試料と
する場合、年輪位置を把握した状態で複数の試料を採取して年代測定を行うと、年輪数によって相互
の年代差がわかる 年代値の連続的（または断続的）なデータセットが得られる。このセットを較
正曲線に照らし合わせることで、較正曲線にある起伏（ウィグル）を利用して細かな照合が可能とな
り、 個の木片を測定した場合よりも年代を絞り込むことができる。このウィグルマッチングの手法
を使い、大谷川埋もれ木群の年代を検討した。
１）試料採取

いずれの木も木村勝彦教授が年輪を確認し、その所見に基づいて 年代測定（ウィグルマッチ
ング）用試料の採取を行った。およそ 年輪ごとに 試料を目安に、各埋もれ木から ～ 試料の木
片が採取された。 試料に含まれる年輪数は 年輪分を基本とした。
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２）分析方法
採取した試料はアセトンで洗浄した後、 （酸・アルカリ・酸）処理を行い、汚染を除去した。

その後、真空下で試料を燃焼、発生した二酸化炭素を精製、水素で還元し、グラファイトを生成させ
た。このグラファイトをカソードに詰め、加速器質量分析（ ）装置で測定した。測定結果から
年代（ ）を算出、これに基づいて 較正曲線（ ）、

較正プログラム（ ）を用いて暦年較正、ウィグルマッチング（
）を行った。これらの作業はすべて 株 加速器分析研究所で行われた。

３）測定結果
各埋もれ木から採取された試料の年代測定とウィグルマッチングの結果を第 表、第 、 図に示

した（各試料個別の暦年較正結果は省略した）。 年代とウィグルマッチングによる較正年代は、基
準となる西暦 年からさかのぼる年代値として各々「 」、「 」として表される。
ウィグルマッチングの結果、 、 、 の最外年輪の年代（2σ暦年代範囲）は 前

後の約 ～ 年の幅に収まり、相互に重なり合っている。これに対し、 は年代幅が 年程度と
他より広く、かつやや古い値になっている。
この と他の 本の年代差については、上述の酸素同位体比年輪年代法による年輪解析の結果か

ら解釈できる。年輪解析によると、 は外側 年輪分が失われ、残存する最外年輪が他の 本の外
側から 年輪に当たることが判明している。 の最外年輪の年代値に失われた 年分を加算する
と、他の 本の年代値に重なって来る。酸素同位体比年輪年代法と 年代測定という つの異なる
方法による分析結果は整合的と言える。
さらに、年輪解析の結果を踏まえて 本の埋もれ木と 年代測定試料 点の間にある年輪の対

応関係を整理すると第 表のようになる。これに基づいて 本の埋もれ木を つの埋もれ木群とし
て、約 年輪分にわたる 試料（年輪位置が完全に重なる 年輪の 試料のうち 試料は除い
た）でウィグルマッチングを行った結果を第 表、第 図に示す。最外年輪の較正年代は、2σ暦年
代範囲で ～ 、較正年代のピークが最も高い位置は 頃となった。
沼沢湖噴火の年代については、年代測定を含むこれまでの調査・研究の蓄積により、すでに今回の

結果に近い年代観が導き出されていた（山元 等）。しかし、個々の試料の年代測定結果にはかな
りの年代幅があったことも否めない。今回測定された大谷川の埋もれ木は、この噴火による火砕流で
枯死したことが明瞭であり、かつ年輪数が多く、最外年輪が残る個体が複数あるという良好な試料で
ある。そして酸素同位体比年輪年代法と 年代測定（ウィグルマッチング）を併用して噴火の年代
を高い精度で確認できたことは特筆に値する。
４）較正曲線に関わる課題
大谷川埋もれ木群のウィグルマッチング結果（第 図）を見ると、大谷川の試料の測定結果が較正

曲線より上位に分布する範囲があることがわかる。状況をさらに確認するために第 図を作成した。
第 図には、較正曲線 とその元になった欧州産樹木試料の測定結果を示し、これに大谷川

の埋もれ木群の測定結果を重ねた。欧州産試料群（北緯 度前後）の分布の中ほどを較正曲線が通る
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　　　　　　　　　 第１図　埋もれ木W0（ケヤキ）のウィグルマッチング結果
較正曲線と試料群の分布の重なり方に大きく2通りあり得るため、2つのピークに合わせて図を作成

最外年輪：5454cal B 頃最外年輪：5474cal B 頃

(calBP)
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が、大谷川（北緯約 度）の試料群は ～
頃を中心に較正曲線および欧州産

試料群より上位に分布する傾向がある。
北半球用の較正曲線 には、欧州や北

米の日本列島より高緯度に位置する地域の樹
木試料が多く採用されており、日本産樹木の測
定結果が とは異なる時期があることが
指摘されている。特に ～ 世紀頃（弥生時代
後期から古墳時代前期頃）のずれについては、
考古学的にも注目度の高い時期であることも
あり、様々に議論されてきた。最新の較正曲線

では、日本産樹木のデータが採用され
たことで状況が改善された部分があり、上述の
～ 世紀頃についても、 による較正
結果は前版より考古学的な所見に近いものと
なる。大谷川の試料群と較正曲線との間に見ら
れる差異は、これまで日本産樹木について指摘
された傾向と共通することから、地域差が表れ
ている可能性がある。ただし、近年では単年輪
での詳細な年代測定による研究が進められ、較
正曲線に表れない微細な構造の存在も注目さ
れるなど、結論を得るには精密な測定に基づく
議論を重ねる必要がある。関連する研究動向に
ついては、坂本（ ）にまとめられている。
大谷川の埋もれ木群は、保存状態が良好であ

り、年輪数も多いことから、今後こういった較
正曲線等に関わる研究の進展に貢献し得る貴
重な試料と考えられる。

（４）小結

大谷川の埋もれ木 本を対象に年輪年代学（主に酸素同位体比年輪年代法）と 年代測定（ウィ
グルマッチング）を併用して分析した結果、沼沢湖噴火が発生した年代は ～ （ σ暦
年代範囲）に絞り込まれた（約 、紀元前 年頃）。さらにその季節は樹木の成長停止期
（秋から翌年の春）であることが確認された。また、大谷川埋もれ木群は年輪年代学の暦年標準パタ
ーンや 年代測定の暦年較正曲線などの構築・研究に貢献し得る貴重な試料であると指摘された。
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第２図　埋もれ木W1、W6、W7のウィグルマッチング結果

W7（トチノキ）　最外年輪：5402cal B 頃
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　　　 第２表　埋もれ木W0,W1,W6,W7年代測定試料間の年輪対比と統合したウィグルマッチング
酸素同位体比年輪年代法の分析結果により、W0の最外年輪が他の3本の外側から46年輪に当たることが
確認された。これに基づき4本の年輪を一連のものとして試料の関係を整理。年輪位置が完全に重複す
る1試料を除く22試料を統合してウィグルマッチングを行った。
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　　　 第３図　埋もれ木4本（W0, W1, W6, W7）の試料を統合したウィグルマッチング
第2表のデータに基づき、4本の埋もれ木に属する22試料を一連と見なしてウィグルマッチング　
（1-3年輪は2試料あるためW6 1-3のみ計算に使用）。各埋もれ木の試料測定結果を色分け表示。

凡例

埋もれ木4本の最外年輪年代
1σ暦年代範囲：5420 - 5410calBP (68.3%)
2σ暦年代範囲：5423 - 5407calBP (95.4%)

を構成するデータ

第４図　IntCal20較正曲線と大谷川埋もれ木群測定データの分布
　　　　　　　IntCalウェブサイト公開データより作成。

較正曲線

大谷川埋もれ木のデータ

ウィグルマッチング（第3図）の結果に基づ
き、大谷川埋もれ木群の最外年輪を5415cal
BPとし、年輪数に従って全23試料を配置

IntCal20較正曲線とその元になった測定データを
表示。この区間の較正曲線は、欧州産樹木を測定
した6つのデータセットを統計処理して作られてい
る。測定試料群の中央付近を較正曲線が通る。

大谷川の試料が較正曲線より
上に位置する範囲がある

大谷川埋もれ木群の
最外年輪
　↓
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２．沼沢湖噴火年代の縄文土器編年上の位置

大谷川埋もれ木群に対して行われた詳細な分析により、沼沢湖噴火の年代が紀元前 年（
）頃に絞り込まれた。次にこの年代が考古学の時期区分、縄文土器編年上のどの時期に当たるのか

を明らかにする必要がある。この埋もれ木群の年輪から得られた年代を人類活動と関連づけて議論す
るために、縄文時代の遺跡から出土した試料の年代測定結果との対比を行う。

（１）データの収集と対象範囲

遺跡出土試料の年代値は、国立歴史民俗博物館が公開している「遺跡発掘調査報告書放射性炭素年
代測定データベース」（ 更新）や福島県文化財センター白河館が実施した「まほろん収蔵資
料の放射性炭素年代測定」（ 年度に総括報告、三浦ほか ）などから収集した。データ収集の
範囲・対象は以下のとおりである。
①データは、加速器質量分析法（ 法）で得られたものだけを採用した。
②対象地域は、沼沢火山がある福島県を中心に、東北・北陸・関東地方とした。
③沼沢火山の噴火年代を放射性炭素年代（ ）で 4660±30yrBP（第 表の試料 、

）とした時に、 その前後の ～ の年代値のデータを収集した。
④土器型式名（名称は報告書の記述に従う）が判明している土器付着炭化物のデータを収集した。加
えて、海洋リザーバー効果や古木効果の影響がなく、限定的な数値年代が得られるとされる種実の
年代データも収集した。

⑤土器付着物以外の炭化物片は、鍵層となる広域火山灰層との関係が明らかなものだけを検討した。
⑥海洋リザーバー効果の影響が大きいとされるδ 値が－ ‰を超えるデータは、基本的には除
外した。また貝・魚類、人骨試料に関しても同様の理由で省いている。
以上の結果、収集したデータ総数は 点となった（その一覧は門脇ほか 参照）。

（２）放射性炭素年代（ ）と土器型式との関係

沼沢火山の噴火年代を縄文土器編年と併せて検討するために、今回分析の対象とした ～
（ ）の年代値を 年単位で区分し、それぞれの区間に含まれる土器型式の点数を

度数分布として示した（第 表）。
第 表のうち、南東北地方について概観すると、縄文時代前期の大木３式から大木６式までは連続

的に推移しているようにみえる。特に大木６式は ～ の区間の長きにわたり、データが
満遍なく分布する。大木６式から７ａ式への移行期は、データ数が少ないが、 ～ の区
間にあると推定できる。一方、中期の大木７ａ式と大木７ｂ式は、 ～ の区間で混在し、
境界を判別できない。
北東北の円筒下層式土器から円筒上層式土器についても、連続的に年代値が推移し、おおむね土器

編年と整合的である。詳しくみると、円筒下層ａ式は、途中に空白区間があるものの ～
の区間の長きにわたる。円筒下層ｂ式は、 ～ の区間にデータが集中する。円筒下層ｄ

沼沢湖噴火により枯死した埋もれ木の高精度年代測定と縄文土器編年上の位置の検討　　８
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式のデータは ～ の区間、円筒下層ｄ 式のデータは ～ の区間にあり、
両者の境界は明確に区分できる。ただし円筒下層ｄ 式のデータは、円筒上層ａ式のデータと混在し、
境界を判別できない。
北陸、関東地方については門脇ほか にゆずる。おおむねこれらの地域も土器型式と年代値の

関係が連続的に推移するが、前後関係にあるとされる土器型式の間で年代値が混在する時期なども認
められる。またデータが少ない時期もあるため、測定事例の蓄積が待たれる。それでも放射性炭素年
代（ ）と土器型式の相対的な位置関係については、度数分布で概略をつかむことができる。

（３）大谷川埋もれ木群の年代データ（仮称ミシマスケール）と放射性炭素年代、暦年代との関係

前節で得られた土器型式の相対的な位置関係の精度を高めるため、今回分析された三島町大谷川埋
もれ木群のウィグルマッチングによる暦年代（以下、仮にミシマスケールとよぶ）との対比を試みる。
今回の埋もれ木群の分析では、最外年輪（沼沢火山噴火年代）から最も内側で約 年分の年輪が

確認され、その中をほぼ ～ 年間隔で放射性炭素年代測定が行われている。これらの試料を用い
たウィグルマッチングの結果、最外年輪年代は暦年代で 1σ5410～ （年代幅 年）という
高精度の結果が得られている。この暦年代に対する放射性炭素年代（ ）は 4660±30yrBPで
ある。沼沢火山噴火年代 もしくは 4660±30yrBPを定点とした時、それより前の約 年

早瀬　亮介・門脇　秀典　　９
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分の暦年代と放射性炭素年代との対比が可能となる。この放射性炭素年代と年輪数、暦年代（２σ範
囲の中央値）の対比表（ミシマスケール）を第 表の左側に示す。なお、一部、放射性炭素年代とウ
ィグルマッチングの暦年代が整合しない箇所は前後の年代から案分計算で補正している。また、ミシ
マスケールで表される前後の期間（ ～ 及び ～ ）は、 較正曲線
及び 較正プログラムから導き出される暦年代（ ）を用いて較正を行っている。
なお、第 表中央付近の列には における２σ 範囲の年代幅を示している。年代幅が広が

る期間は 較正曲線が平坦に推移するため、十分に年代を絞り切れない。具体的には２σ 年
代幅が 年を超える ～ 、 前後の期間は、各データの年代を絞り込むこと
が困難である。したがってこの期間は、土器編年での相対的な配列と数値で示される年代とに齟齬（混
在や逆転）が生じる可能性が高い。

（４）暦年代（較正年代）と土器型式との関係

暦年代と土器型式、さらには沼沢火山噴火年代との関係を明らかにするために、第 ～ 図のマル
チプロット図を示した（使用した試料のデータは第 ～ 表）。ここではデータが比較的充実している
福島県と、東北地方の概要を把握するために南東北、北東北地方（註 ）の図を示す（北陸、関東地
方については門脇ほか 参照）。
第 図は、福島県内の縄文遺跡から出土した土器付着炭化物・種実のデータ 点のマルチプロッ

ト図である。確率分布のパターンを見ると、第 図－①～⑨はほぼ同じであり、この中での新旧関係
を判断することはできない。暦年代では中央値 に対し 年と幅広い年代範囲で示され
る。そのため大木７ 式から７ｂ式の新旧関係は、暦年代ではそれを表現できず、境界を示すことが
できない。同じことは⑩～⑮にもいえ、暦年代の中央値が とより古くなるのに対し、年代
範囲は 年とさらに年代を絞りにくくなっている。
第 図－⑯～⑲の確率分布パターンは、大谷川埋もれ木群（Ｗ６）最外年輪のそれとほぼ同じであ

り、沼沢火山噴火年代 前後のデータ群と評価できる。これらの土器は大木７ 式が主体だ
が、⑯の浦尻貝塚 トレンチ 層が大木６式から７ 式の移行期的様相であることを積極的に評価
すべきだろう。⑳～㉔は、大谷川埋もれ木群の約 ～ 年輪、ミシマスケールの暦年代中央値
～ 前後のデータ群である。これらの土器は大木６式が主体を占める。㉕～㉗は、大谷川埋
もれ木群の約 年輪、ミシマスケールの暦年代中央値 前後のデータ群である。これら
の土器は大木５式から６式の移行期的様相をみせる。㉘～㉚は、大谷川埋もれ木群の約 年輪の確
率分布パターンとほぼ同じであり、ミシマスケールの暦年代中央値 前後のデータ群であ
る。これらの土器は大木４式が主体であり、㉙及び㉚の南倉沢遺跡では同一土坑から大木４式と浮島
Ⅱ式が共伴している。
第 図は福島県の代表的なデータに山形・宮城県のデータを加えたマルチプロット図である。第

図－⑥は第 図－⑳～㉔のデータ群の確率分布パターンとほぼ同じであり、土器も大木６式で整合的
である。第 図－⑫・⑭は第 図－㉘～㉚のデータ群（大木４式主体）と同じであり、土器も大木４

沼沢湖噴火により枯死した埋もれ木の高精度年代測定と縄文土器編年上の位置の検討　　10
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式で整合的である。したがって、その間にある第 図－⑩は大木５式の中では古めの位置づけとなる。
第 図－⑯は十和田中掫テフラ層中の炭化物、⑮は⑯が出土した層とおおむね同じ時期に当たる大

木３式の土器付着物の年代である。⑯の十和田中掫テフラ降下年代は の２σ範囲でも
～ と誤差が 年以下であり、年代を絞り込みやすい。このことは円筒下層ａ式の始まり
の年代を考える上でも重要である。
第 図は北東北地方のデータ群から選んだ 点のマルチプロット図である。第 図－①～③は確

率分布パターンがほぼ同じであり、これらの土器は円筒上層 ・ｂ式である。これらは年代値上で第
図－①～⑨（大木７ ・７ｂ式）と並行関係にある。第 図－④～⑦は大谷川埋もれ木群（Ｗ６）最

外年輪の確率分布パターンとほぼ同じで、沼沢火山噴火年代 前後のデータ群である。これ
らの土器は円筒下層ｄ式から円筒上層ａ式、大木６式から大木７ 式など、移行期的な様相をみせる。
第 図－⑧～⑩は確率分布パターンがほぼ同じであり、 ～ 前後のデータ群である。

これらの土器は円筒下層ｂ～ｄ式である。これらは年代値上で第 図－⑳～㉔（大木６式）と並行関
係にある。第 図－⑪～⑭は、大谷川埋もれ木群の約 年輪、 前後のデータ群である。
これらの土器は円筒下層 式から 式、大木５式から大木６式など、移行期的な様相をみせる。
第 図－⑮は、大谷川埋もれ木群の約 年輪の確率分布パターンとほぼ同じであり、

前後のデータと考えられる。土器は円筒下層 式である。第 図－⑯は円筒下層 式で、十和田中掫
テフラ降下年代に近く、年代値上、第 図－⑮（大木３式）と並行関係にある。
以上、第 ～ 図のマルチプロット図での検討を行った。その結果、暦年代と土器型式の並行関係に

ついては、第 表に集約した。

（５）時間的枠組みの提示と今後の課題

大谷川埋もれ木群のウィグルマッチングにより沼沢火山の噴火年代が高い精度で求められただけで
はなく、それを溯ること約 年分の年輪の放射性炭素年代を得ることができた。ここではこの
年分のデータから仮称ミシマスケールを作り、 と併用して土器編年との対比を試みた。
複数の年代データを組み合わせて検討したが、大谷川埋もれ木群の年代データがない期間があるな

どの制約から、土器型式との対比には による較正年代の確率分布に依拠した部分も多い。ま
た、遺跡出土試料の測定例についても、地域や時期によって不足する部分がある。今後これらの両面
で分析事例が蓄積され、研究が進展することで、より詳細な検討が可能になると考えられる。
このような課題を抱えた上で、今回のミシマスケールと土器型式の時間的な枠組み、すなわち年代

測定結果からみた土器型式の年代関係を整理したのが第 図である。この図は土器編年表のように型
式の境界をあえて線で区切らなかった。将来、空白の部分はデータが蓄積されて狭まる可能性もある
し、型式が混在した移行期的様相も考えられるだろう。また、特に縄文時代中期初頭から前葉の諸型
式については、時間的枠組みを設定せず、混在のまま提示した。後述する通り、較正曲線の推移によ
っては前後関係にある土器型式の年代差が表れないこともあり得る。年代測定と土器編年は方法が異
なっており、補い合うことでより良い成果につながると考えられる。
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R_Date ⑨

R_Date ⑩

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date a

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date b

R_Date #

R_Date #

480050005200540056005800600062006400

Calibrated date (calBP)

①浦尻貝塚 54ﾄﾚﾝﾁ15層<種実> 大木7a式 4500 ± 40
②法正尻遺跡 遺構外出土（図704-1）<土器付着物> 大木7b式 4510 ± 30
③浦尻貝塚 54ﾄﾚﾝﾁ25層<種実> ---- 4515 ± 35
④法正尻遺跡 遺構外出土（図677-1 ）<土器付着物> 大木7a式 4520 ± 30
⑤法正尻遺跡 遺構外出土（図677-4 ）<土器付着物> 大木7b式 4530 ± 30
⑥石畑遺跡(2次) 1区6号住居跡堆積土<土器付着物> 大木7b式 4530 ± 40
⑦法正尻遺跡 遺構外出土（図679-10）<土器付着物> 大木7a式 4530 ± 30
⑧月崎Ａ遺跡(6次) 53図2<土器付着物> 大木7b式 4545 ± 25
⑨浦尻貝塚 54ﾄﾚﾝﾁ11層<種実> ---- 4555 ± 35
⑩中江聖の宮遺跡 包含層出土（図42-2）<土器付着物> 大木7a式 4570 ± 30
⑪上ノ台A遺跡 包含層出土（図233-6）<土器付着物> 大木7b式 4570 ± 30
⑫浦尻貝塚 54ﾄﾚﾝﾁ30層<種実> 大木6～7a式 4570 ± 40
⑬法正尻遺跡 遺構外出土（図694-4）<土器付着物> 大木7ｂ式 4580 ± 30
⑭植松C遺跡 包含層出土LⅢa2（図187-16）<土器付着物> 大木7a～b式 4590 ± 30
⑮浦尻貝塚 64ﾄﾚﾝﾁS3-15<種実> 大木7a式 4590 ± 40
⑯浦尻貝塚 54ﾄﾚﾝﾁ27層<種実> 大木6～7a式 4620 ± 40
⑰中江聖の宮遺跡 包含層出土（図31-3）<土器付着物> 大木7a式 4630 ± 30
⑱法正尻遺跡 遺構外出土（図718-3）<土器付着物> 大木7b式 4640 ± 30
⑲中江聖の宮遺跡 包含層出土（図42-3）<土器付着物> 大木7a式 4640 ± 30
大谷川埋もれ木群（W６）１～３年輪【沼沢火山噴火年代】 4660 ± 30
⑳植松C遺跡 包含層LⅢa2上面（図106-7）<土器付着物> 大木6式 4740 ± 30
㉑盗人沢遺跡 Ⅵ層<土器付着物> 大木6式 4750 ± 30
㉒中江聖の宮遺跡 包含層出土（図43-7）<土器付着物> 大木7b式 4760 ± 30
㉓植松C遺跡 包含層出土（図106－14）<土器付着物> 大木6式 4790 ± 30
㉔鹿島遺跡 ４号住居跡NP層下（図36-4）<土器付着物> 大木6式 4830 ± 30
㉕鹿島遺跡 遺構外出土（図54-1）<土器付着物> 大木6式 4900 ± 30
㉖胃宮西遺跡 遺構外出土（図76-24）<土器付着物> 大木5式 4910 ± 30
㉗浦尻貝塚 31ﾄﾚﾝﾁS17<種実> 大木5～6式 4950 ± 40

㉘双子遺跡 遺構外出土（図406-5）<土器付着物> 大木4式 5020 ± 30
大谷川埋もれ木群（W０）353～355年輪【噴火350年前】 5060 ± 30
㉙南倉沢遺跡 4号土坑出土（図10-2）<土器付着物> 浮島II式 5090 ± 30
㉚南倉沢遺跡 4号土坑出土（図10-1）<土器付着物> 大木4式 5090 ± 30

5000520054005600

56005800

500052005400

暦年代（calBP)

暦年代（calBP)

14C年代
（yrBP)

第５図　福島県内遺跡出土の土器付着物・種実の14C年代とマルチプロット図

沼沢湖噴火により枯死した埋もれ木の高精度年代測定と縄文土器編年上の位置の検討　　12

－　17　－



（６）沼沢火山の噴火年代と土器編年の対比に関する若干の考察

１）先行研究の整理
前節までの検討により、沼沢火山の噴火年代が縄文時代前期末葉から中期初頭または前葉頃の土器

型式の年代に近いことが確かめられた。そこで、縄文時代前期から中期への移行、あるいは前期と中
期の境界の年代について、先行研究で指摘されてきたことを整理する。
辻・中村（ ）は三内丸山遺跡の測定結果に基づき、前期の円筒下層式から中期の円筒上層式へ

の移行期はほぼ とした。小林（ ）では、多数の事例に基づきつつ、特に石川県上安原
遺跡から出土した土器付着炭化物の集中的な測定結果を踏まえて、前期末葉の土器と中期初頭の土器

早瀬　亮介・門脇　秀典　　13

－　18　－



R_Date 

R_Date 

R_Date ③

R_Date ④

R_Date a

R_Date ⑤

R_Date ⑥

R_Date ⑦

R_Date ⑧

R_Date ⑨

R_Date ⑩

R_Date #

R_Date #

R_Date b

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date #

4800500052005400560058006000620064006600

Calibrated date (calBP)

OxCal v4.4.4 Bronk Ramsey (2021); r:5 Atmospheric data from Reimer et al (2020)

⑨胃宮西遺跡 遺構外出土（図76-24）<土器付着物> 大木5式 4910±30
⑩高瀬山遺跡（１期）<土器付着物> 大木5式 5020±50
⑪双子遺跡 遺構外出土（図406-5）<土器付着物> 大木4式 5020±30
⑫押出遺跡 №８<クッキー状炭化物> 大木4式 5050±45
大谷川埋もれ木群（W０）353～355年輪【噴火350年前】 5060±30
⑬南倉沢遺跡 4号土坑出土（図10-1）<土器付着物> 大木4式 5090±30
⑭押出遺跡<土器付着物> 大木4式 5125±25
⑮中沢遺跡 SX3　包含層 3～4層上～下部<土器付着物> 大木3式 5160±30
⑯中沢遺跡 SX1　4b層　十和田中掫火山灰層中<炭化物> 大木3式 5200±30

大木6式 4760 ± 25
⑦植松C遺跡 包含層出土LⅢa6（図106-14）<土器付着物> 大木6式 4790 ± 30
⑧鹿島遺跡 ４号住居跡NP層下（図36-4）<土器付着物> 大木6式 4830 ± 30

⑥東要害貝塚 SX02包含層3層上面（図版69-1）<土器付着物>

①法正尻遺跡 遺構外出土（図704-1）<土器付着物> 大木7ｂ式 4510 ± 30
②植松C遺跡 包含層出土 LⅢa2（図187-16）<土器付着物> 大木7a～b式 4590 ± 30
③浦尻貝塚 54ﾄﾚﾝﾁ27層<種実> 大木6～7a式 4620 ± 40
④中江聖の宮遺跡 包含層出土（図31-3）<土器付着物> 大木7a式 4630 ± 30
大谷川埋もれ木群（W６）１～３年輪【沼沢火山噴火年代】 4660 ± 30
⑤盗人沢遺跡 Ⅵ層<土器付着物> 大木6式 4750 ± 30

5000520054005600

5400560058006000

14C年代
（yrBP)

暦年代（calBP)

OxCal v4.4.4 Bronk Ramsey (2021); r:5 Atmospheric data from Reimer et al (2020)

　第５表　南東北地方の遺跡出土の土器付着物 ・種実の14C 年代一覧 測定方法はすべて AMS 法

№
都道
府県

市町村 遺跡名 サンプル採取地点等 試料の種類 時代詳細
14 C
年代

14 C
年代
±

測定番号

➀ 福島県
磐梯町 ・
猪苗代町

法正尻遺跡 遺構外出土 （図 704-1） 土器付着炭化物 大木 7 ｂ式 4510 30 IAAA-160581

➁ 福島県 南相馬市 植松 C 遺跡 包含層出土 L Ⅲ a2 （図 187-16） 土器付着炭化物 大木 7a～b 式 4590 30 IAAA-170125

③ 福島県 南相馬市 浦尻貝塚 54 ﾄﾚﾝﾁ 27 層 種実 ( オニグルミ ) 大木 6〜7a 式 4620 40 IAAA-41063

④ 福島県 会津美里町 中江聖の宮遺跡 包含層出土 （図 31-3） 土器付着炭化物 大木 7a 式 4630 30 IAAA-160597

⑤ 福島県 会津坂下町 盗人沢遺跡 Ⅵ層 土器付着炭化物 大木 6 式 4750 30 IAAA-112903

⑥ 宮城県 大崎市 東要害貝塚 SX02 包含層 3 層上面 （図版 69-1） 土器付着炭化物 大木 6 式 4760 25 PLD-5791

⑦ 福島県 南相馬市 植松 C 遺跡 包含層出土 L Ⅲ a6 （図 106-14） 土器付着炭化物 大木 6 式 4790 30 IAAA-170123

⑧ 福島県 会津美里町 鹿島遺跡 ４号住居跡 NP 層下 （図 36-4） 土器付着炭化物 大木 6 式 4830 30 IAAA-160594

⑨ 福島県 会津美里町 胃宮西遺跡 遺構外出土 （図 76-24） 土器付着炭化物 大木 5 式 4910 30 IAAA-160592

⑩ 山形県 寒河江市 高瀬山 1 期遺跡 土器胴部上部外面 土器付着炭化物 大木 5 式 5020 50 IAAA-31126

⑪ 福島県 新地町 双子遺跡 遺構外出土 （図 406-5） 土器付着炭化物 大木 4 式 5020 30 IAAA-160591

⑫ 山形県 高畠町 押出遺跡 №８ クッキー状炭化物 大木 4 式 5050 45 Tka-14796

⑬ 福島県 下郷町 南倉沢遺跡 4 号土坑出土 （図 10-1） 土器付着炭化物 大木 4 式 5090 30 IAAA-11627

⑭ 山形県 高畠町 押出遺跡 深鉢　内面 土器付着炭化物 大木 4 式 5125 25 PLD-25115

⑮ 宮城県 石巻市 中沢遺跡 SX3　包含層 3～4 層上～下部 土器付着炭化物 大木 3 式 5160 30 IAAA-162176

⑯ 宮城県 石巻市 中沢遺跡 SX1 4b 層　十和田中掫火山灰層中 炭化物 大木 3 式 5200 30 IAAA-131600

　第６図　南東北地方の遺跡出土の土器付着物 ・種実の14C 年代とマルチプロット図
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第７図　北東北地方の遺跡出土の土器付着物・種実の
14
Ｃ年代とマルチプロット図

第６表　北東北地方の遺跡出土の土器付着物・種子の
14
Ｃ年代一覧

R_Date 

R_Date 

R_Date ③

R_Date ④

R_Date ⑤

R_Date ⑥

R_Date a

R_Date ⑦

R_Date ⑧

R_Date ⑨

R_Date ⑩

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date b

R_Date #

4800500052005400560058006000620064006600

Calibrated date (calBP)

OxCal v4.4.4 Bronk Ramsey (2021); r:5 Atmospheric data from Reimer et al (2020)

⑬三内丸山遺跡 北の谷前期低湿地Ⅲc層,P-2366<土器付着物> 円筒下層b式 4900 ± 90
⑭三内丸山遺跡 第6鉄塔地区Ⅵa層＜ポシェット細片＞ 円筒下層a式 4960 ± 60
⑮畑内遺跡 55号住居跡<土器付着物> 円筒下層a式 5020 ± 50
大谷川埋もれ木群（W０）353～355年輪【噴火350年前】 5060 ± 30
⑯三内丸山遺跡 No6鉄塔,ⅦG-74-4,Ⅵb層<土器付着物> 円筒下層a式 5195 ± 40

14C年代
（yrBP)

14C年代
（yrBP)

5000520054005600

暦年代（calBP)

➀三内丸山遺跡 93三(2),397埋設土器87,Ⅲ<土器付着物> 円筒上層b式 4540 ± 30
➁力持遺跡 BⅡv24住居跡1号（4層)<土器付着物> 大木7b式 4550 ± 40
③力持遺跡 CⅢe2住居跡3号　床面<土器付着物> 円筒上層a式 4560 ± 40
④滝ノ沢遺跡 包含層<土器付着物> 大木7a式 4610 ± 40
⑤二股(2)遺跡 G39区遺物79,Ⅲe層<種実> 円筒下層d式 4620 ± 25
⑥笹ノ沢(3)遺跡 SI31 P-2<土器付着物> 円筒上層a式 4630 ± 35
大谷川埋もれ木群（W６）１～３年輪【沼沢火山噴火年代】 4660 ± 30
⑦下中居Ⅰ遺跡  9号土坑 3層（40図180）<土器付着物> 大木6式 4670 ± 40
⑧笹ノ沢(3)遺跡 SK284土坑,P-15<土器付着物> 円筒下層d式 4730 ± 40
⑨二股(2)遺跡 39区遺物1113,Ⅲg4層<土器付着物> 円筒下層c式 4805 ± 25
⑩三内丸山遺跡 北の谷前期低湿地,ⅤN-80,Ⅲc層<土器付着物> 円筒下層b式 4845 ± 40
⑪横町遺跡 6層<土器付着物> 大木6式 4880 ± 40
⑫川目A遺跡 中央部捨て場<土器付着物> 大木5式 4890 ± 40

OxCal v4.4.4 Bronk Ramsey (2021); r:5 Atmospheric data from Reimer et al (2020)

測定方法はすべて AMS 法

№
都道
府県

市町村 遺跡名 サンプル採取地点等 試料の種類 時代詳細
14 C
年代

14 C
年代
±

測定番号

➀ 青森県 青森市 三内丸山遺跡 93 三 (2),397 埋設土器 87, Ⅲ 土器付着炭化物 円筒上層 b 式 4540 30 IAAA-31586

➁ 岩手県 普代村 力持遺跡 B Ⅱ v24 住居跡 1 号（4 層 ) 土器付着炭化物 大木 7b 式 4550 40 Beta-173516

③ 岩手県 普代村 力持遺跡 C Ⅲ e2 住居跡 3 号　床面 土器付着炭化物 円筒上層 a 式 4560 40 Beta-209315

④ 岩手県 北上市 滝ノ沢遺跡 包含層 , 滝ノ沢Ⅰ 土器付着炭化物 大木 7a 式 4610 40 Beta-168197

⑤ 青森県 青森市 二股 (2) 遺跡 G39 区遺物 79, Ⅲ e 層 炭化種実（クルミ）
円筒下層 d1
式

4620 25 PLD-11579

⑥ 青森県 八戸市 笹ノ沢 (3) 遺跡 SI31 P-2　胴内焦 土器付着炭化物 円筒上層 a 式 4630 35 MTC-03305

⑦ 岩手県 花巻市 下中居Ⅰ遺跡  9 号土坑 3 層（40 図 180） 土器付着炭化物 大木 6 式 4670 40 IAAA-82583

⑧ 青森県 八戸市 笹ノ沢 (3) 遺跡 SK284 土坑 ,P-15 土器付着炭化物
円筒下層 d1
式

4730 40 Beta-180279

⑨ 青森県 青森市 二股 (2) 遺跡 39 区遺物 1113, Ⅲ g4 層 土器付着炭化物 円筒下層 c 式 4805 25 PLD-11572

⑩ 青森県 青森市 三内丸山遺跡
北の谷前期低湿地 , Ⅴ N-80,
Ⅲ c 層

土器付着炭化物 円筒下層 b 式 4845 40 MTC-04299

⑪ 岩手県 北上市 横町遺跡 ６層 土器付着炭化物 大木 6 式 4880 40 Beta-168199

⑫ 岩手県 盛岡市 川目 A 遺跡 中央部捨て場 土器付着炭化物 大木 5 式 4890 40 IAAA-72771

⑬ 青森県 青森市 三内丸山遺跡
北の谷前期低湿地Ⅲ c 層 ,P-
2366

土器付着炭化物 円筒下層 b 式 4900 90 MTC-04712

⑭ 青森県 青森市 三内丸山遺跡
第 6 鉄塔地区Ⅵ a 層
ポシェット細片

単子葉植物茎 円筒下層 a 式 4960 60 Beta-87143

⑮ 青森県 八戸市 畑内遺跡 55 号住居跡 土器付着炭化物 円筒下層 a 式 5020 50 Beta-187223

⑯ 青森県 青森市 三内丸山遺跡 No6 鉄塔 , Ⅶ G-74-4, Ⅵ b 層 土器付着炭化物 円筒下層 a 式 5195 40 MTC-04045

早瀬　亮介・門脇　秀典　　15
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の較正年代値の重なり方などを考慮し、前期と
中期の境は （ ）である可
能性が極めて高いとした。小林はさらに、その
後蓄積された事例を加えて較正プログラムの解
析モデルを用いて時期・土器型式の年代を算出
しており、それに基づいて前期と中期の境界を

（ ）とした（小林 ）。
國木田（ ）は中期初頭円筒上層式の開始を

年代で ～ 頃とし、國木田
（ ）は山形県吹浦遺跡の大木６式の年代を

～ とした。また國木田（ ）
は、円筒下層式と前期大木式の編年上の並行関
係と年代値に齟齬が認められることなどの課題
を指摘した。これらの諸研究において示された
前期から中期に移行する時期の年代観はおおむ
ね近いといえる。また今回明らかになった沼沢
火山の噴火年代もおおむねこの頃に相当する。
しかし、國木田（ ）や本稿前節で指摘した
ように、土器型式の編年と年代値の関係につい
ては課題も多く、今後丁寧な検証が必要である。
２）沼沢火山噴火前後の土器型式と年代
前節で整理した通り、今回明らかにされた沼

沢火山の噴火年代は、大木６式から７ 式また
は７ 式期頃に当たる。この時期の主要な試料
で作成したカーブプロット図を第 図に示す。
これらの土器型式には各々複数の細別段階が

考えられ、ここで編年について論じることはで
きないが、図示した中では第 図－⑧、同⑤が
大木６式の中でも古い段階、第 図－⑦、第
図－⑦がより新しい段階に当たる。第 図－③、
第 図－⑫は大木６式から７ 式の古い段階、
第 図－④が大木７ 式の新しい段階と見られ、
第 図－①が大木７ 式期である。これら土器
編年上の時期差は年代値に必ずしも表れていな
いが、較正曲線が上下しながら推移する中で、
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相互に重なり合いながら変遷し、必ずしも矛盾するわけでもない。
現状得られている年代測定事例を整理すると、沼沢火山の噴火は大木６式から７ 式期、特にその

移行期頃の可能性が高い。大木７ｂ式については、大木７ａ式とかなり年代値が重なるものの、第
表に示したようにその多くは噴火後の年代値を示すことから、除外して良いと見られる。遺跡でこの
テフラが検出された事例では、大木６式古段階が噴火前、大木７ａ式期が噴火後、大木６式新段階が
降下時期に当たる可能性があるが、資料が不十分で証明は難しいとの所見（三浦 ）とも整合する。
なお、今回扱った時期の最古の部分で、十和田中掫テフラ（ ）に関連する事例を掲げた。給

源である十和田火山に近い青森県や岩手県の遺跡では、このテフラの後に円筒下層 式、すなわち円
筒土器文化が成立するとされる。また、大木２ｂ式土器がこの火山灰の下位か、上下にまたがり、大
木３式土器が上位から出土するとされる（星・茅野 ）。最近、宮城県中沢遺跡で遺物包含層等か
らこのテフラが検出され、大木３式古段階に位置付けられた（石巻市教育委員会 ）。また、近年
このテフラの研究が進展して遠隔地での検出が進むとともに、福井県水月湖では独自の年代モデルに
より ～ という年代が示され（ ）、これは本稿で取り上げた中沢遺
跡の火山灰層出土炭化物の年代とも整合する。今後このテフラについても遺跡で検出される事例が増
えれば、遺跡の年代や人類活動との関係を検討する手がかりとなると考えられる。
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（７）小結

以上、多数の年代測定例を検討した結果、大谷川の埋もれ木の分析によって明らかになった沼沢火
山の噴火年代は、縄文時代前期末葉から中期初頭頃、大木６式から７ 式期に当たる。噴火年代と暦
年代との対比においては、較正曲線が上下に推移するため、それ以上の絞り込みは現時点では難しい
ことを確認した。

３．まとめ

福島県の奥会津に位置する三島町の大谷川で発見された埋もれ木群の詳細な分析により、沼沢湖噴
火の年代は紀元前 年（ ）頃に絞り込まれた。またその年代は縄文時代前期末葉から
中期初頭、大木６式から７ａ式期頃に相当することが確認された。さらに、ここでは結果を紹介した
のみだが、噴火後に只見川流域に形成された堰止湖の決壊洪水が、噴火の 年ないし 年半後に発生
したことも別地点での調査により明らかにされている。過去に発生した巨大噴火や関連する現象とそ
れがもたらした災害について研究する上で、年代を高精度に求めることは極めて重要であり、大谷川
埋もれ木群の分析はその良好な事例となったと言える。得られた年輪試料が今後年輪年代学や 年
代測定の分野で年代の物差しに組み込まれ、さらなる研究の進展につながることも期待される。
またもう一つ強調しておきたいのは、これらの調査・研究が地元三島町の方々の熱意に諸分野の研

究者が応えるようにして進んだことである。大谷川の貴重な遺産を守るために、現在も地元では様々
な取り組みが続けられている。本発表を通じて、大谷川の埋もれ木と地元での取り組みに少しでも関
心が向けられることになれば幸いである。

註 大谷川の埋もれ木の暦年代は、年輪年代学の手法を併用しつつ、直接的には 年代測定（ウィグルマッチング）

で求められた。この 頃という結果をそのまま 年前と言い換えることもでき、 年代をよく利用す

る分野の研究者にはその方がわかりやすい面もある。しかし、 年代の基準である西暦 年から 年以上経過

していることと、一般市民にはわかりやすくないことから、地元住民が多く参加した 年 月の調査報告会で

は現在（ 年）から 年前または紀元前 年頃と表現した。この発表では 頃または紀元前

年頃と表記する。

註 大谷川に下る歩道脇にあった樹木 （カツラ）も年輪解析の対象となったが、解析の結果から と同一個体

の別部位と推定されている。

註 北東北地方は便宜的に東北地方北半の青森・岩手・秋田県を対象とした。したがって考古学的には円筒土器の分

布圏と大木式土器の分布圏の一部を包括している。
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